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は
じ
め
に

昭
和
四
八
年
四
月
、
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
に
入
学
し
、
多
く

の
経
験
を
積
み
、
視
野
を
広
め
、
昭
和
五
二
年
三
月
無
事
卒
業
し

た
。
運
良
く
、
静
岡
県
教
職
員
採
用
試
験
に
合
格
し
て
い
た
の

で
、
母
校
で
あ
る
旧
相
良
町
立
相
良
中
学
校
（
現
牧
之
原
市
立
相

良
中
学
校
）
に
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

静
岡
県
中
南
部
の
風
光
明
媚
な
駿
河
湾
の
西
端
の
地
域
周
辺
の

中
学
校
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
以
来
三
八
年
の
歳
月
が
流

れ
、
平
成
二
七
年
三
月
、
無
事
定
年
退
職
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
学
卒
業
後
は
、
多
忙
さ
に
か
ま
け
て
母
校
を
訪
問
す
る
機
会

は
数
回
で
あ
っ
た
が
、「
国
士
舘
大
学
新
聞
」
が
定
期
的
に
届
く

よ
う
に
な
り
、
国
士
舘
大
学
の
最
新
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

併
せ
て
往
時
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

平
成
二
九
年
の
一
〇
〇
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
在
学
中
の
資

料
を
収
集
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
平
成
二
八
年
五
月
に
は
大
学

時
代
の
四
年
間
の
講
義
ノ
ー
ト
や
書
籍
を
持
参
し
、
国
士
舘
史
資

料
室
を
訪
問
し
た
。
そ
の
後
担
当
者
よ
り
『
国
士
舘
史
研
究
年
報 

楓
厡
』
の
寄
稿
依
頼
を
受
け
、
ペ
ン
を
取
っ
た
次
第
で
あ
る
。

一　

体
育
教
師
を
夢
見
て

「
先
生
！　

俺
、
体
育
の
教
員
に
な
り
た
い
で
す
。」

こ
れ
は
、
私
が
高
校
二
年
生
の
時
に
、
進
路
面
談
で
担
任
の
先

生
に
答
え
た
当
時
の
気
持
ち
で
あ
る
。

中
学
生
の
頃
漠
然
と
抱
い
た
夢
も
体
育
教
師
で
あ
り
、
高
校
生

活
を
過
ご
し
て
い
く
中
で
、
そ
の
夢
が
更
に
強
く
な
っ
て
い
っ

体
育
学
部
一
八
期
生　

板
倉　

紀
之

人
間
形
成
の
礎
と
な
っ
た
四
年
間

国
士
舘
の
思
い
出
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た
。中

学
入
学
と
同
時
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
出
会
い
、
小
さ
な

大
会
で
優
勝
の
経
験
を
し
、
さ
ら
に
、
高
校
に
進
学
し
て
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
専
門
家
の
体
育
教
師
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
明
け
暮
れ
た
高
校
生
活
で
あ
っ
た
。

部
活
動
の
恩
師
も
体
育
大
学
出
身
で
、
国
士
舘
大
学
を
薦
め
て

く
れ
、
国
語
科
の
恩
師
は
国
士
舘
大
学
出
身
で
あ
り
、
私
の
進
路

決
定
に
親
身
に
な
っ
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
自
信
は
無
か
っ

た
が
、
運
良
く
合
格
し
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
台
に

立
つ
こ
と
が
で
き
た
。

私
が
子
供
の
頃
、
夏
に
な
る
と
毎
年
の
よ
う
に
「
国
士
舘
大
学

剣
道
部
」
が
地
元
静
岡
の
旧
相
良
町
に
合
宿
に
訪
れ
、
そ
れ
は
そ

れ
は
凛
凛
し
い
出
で
立
ち
で
あ
っ
た
。
当
時
は
剣
道
に
は
興
味
は

な
か
っ
た
が
、
学
生
達
が
集
い
一
種
の
風
物
詩
で
も
あ
っ
た
。

私
が
「
国
士
舘
大
学
」
に
入
学
し
た
の
は
こ
の
こ
と
と
は
関
係

な
い
が
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
何
か
し
ら
の
「
縁
」
が
あ
っ
た
の

か
と
不
思
議
に
も
思
え
る
。

二　

郷
土
出
身
の
先
生

私
は
静
岡
県
の
最
南
端
の
御
前
崎
市
の
隣
の
牧
之
原
市
（
旧
相

良
町
）
出
身
で
あ
る
。
海
岸
線
に
立
て
ば
雄
大
な
日
本
一
の
富
士

山
が
聳
え
、
駿
河
湾
か
ら
見
え
る
伊
豆
の
山
々
、
そ
し
て
、
見
渡

す
限
り
洋
々
と
し
た
太
平
洋
は
、
郷
土
の
誇
り
で
あ
り
日
本
を
象

徴
す
る
場
所
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

さ
て
、
国
士
舘
大
学
に
は
同
郷
で
あ
り
、
国
士
舘
大
学
剣
道
部

監
督
だ
っ
た
矢
野
博
志
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
ま
た
、
奥
様

も
同
じ
町
内
出
身
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
何
か
と
ご
縁
も
あ

り
、
心
の
支
え
に
な
り
、
大
変
心
強
か
っ
た
。
ご
自
宅
に
も
何
度

と
な
く
お
邪
魔
し
、
公
私
共
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

矢
野
先
生
は
、
私
が
在
学
中
に
「
剣
道
世
界
選
手
権
」
に
出
場

し
、
見
事
優
勝
し
た
こ
と
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
体
育
学
部
で

は
一
年
次
と
三
年
次
に
剣
道
の
授
業
が
あ
り
、
そ
の
際
に
も
世
界

一
の
「
剣
道
」
を
披
露
し
て
も
ら
い
勇
気
を
い
た
だ
い
た
。

大
学
に
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
日
本
全
国
か
ら
学
生
が
集

ま
り
、
そ
の
中
で
の
同
郷
つ
な
が
り
は
本
当
に
「
縁
」
を
感
じ
た

も
の
で
あ
る
。

三　

大
学
（
寮
）
生
活
の
は
じ
ま
り

昭
和
四
八
年
四
月
一
二
日
。

父
母
と
共
に
車
に
布
団
と
一
箱
の
衣
類
を
積
ん
で
上
京
し
、
世

田
谷
松
陰
寮
に
入
寮
し
た
。
私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
部

し
た
た
め
、
二
階
の
二
二
五
号
室
に
入
室
し
た
。
な
ん
と
、
キ
ャ
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プ
テ
ン
部
屋
で
、
他
は
三
年
生
、
二
年
生
各
一
名
ず
つ
で
、
他
の

部
屋
と
は
違
っ
て
い
た
。
手
続
き
が
終
わ
り
、
父
母
と
別
れ
た

後
、
急
に
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

四
月
一
六
日
、
他
の
学
部
も
含
め
て
の
「
国
士
舘
大
学
入
学

式
」
が
剣
道
場
で
挙
行
さ
れ
た
。
制
服
（
当
時
は
大
学
生
の
制
服

も
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
伝
統
の
黒
の
蛇
腹
が
入
っ
た
学
生

服
）
に
身
を
包
み
、
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

参
列
し
た
父
は
「
教
育
勅
語
」
を
聞
き
、
た
い
へ
ん
感
銘
を
受

け
て
い
た
（
正
直
私
に
は
何
の
意
味
な
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な

か
っ
た
が
…
）。

あ
と
で
、
父
か
ら
戦
前
か
ら
戦
後
し
ば
ら
く
は
、
日
本
国
民
の

「
教
育
」
の
大
柱
で
あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た
。
当
時
は
大
人
も
子

供
た
ち
も
暗
唱
し
て
、
集
会
の
度
に
唱
和
し
て
い
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

い
よ
い
よ
松
陰
寮
で
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

二
年
生
か
ら
「
寮
生
活
の
規
律
」
を
聞
き
、
上
級
生
と
の
関
わ

り
方
や
挨
拶
の
仕
方
・
食
事
・
掃
除
・
洗
濯
等
、
事
細
か
に
指
導

を
さ
れ
た
。

先
ず
は
、
早
朝
五
時
起
床
で
全
寮
生
揃
っ
て
の
「
点
呼
」
で
あ

る
。
松
陰
寮
生
全
員
が
制
服
に
身
を
包
み
、
玄
関
前
の
砂
利
道
に

各
部
ご
と
に
整
列
し
、
人
員
点
呼
を
し
て
か
ら
寮
歌
を
歌
い
、
舎

監
の
先
生
の
指
示
を
聞
い
て
一
日
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

松陰寮 225 号室にて（左が筆者、キャプテン河野英美氏と）



国士舘史研究年報 2016　楓厡

118

点
呼
が
終
わ
り
、
部
屋
に
戻
っ
て
か
ら
は
掃
除
に
洗
濯
、
雑
用

が
終
わ
る
と
食
券
を
も
っ
て
地
下
の
食
堂
に
行
き
、
や
っ
と
食
事

を
摂
る
こ
と
が
で
き
た
。

上
級
生
は
第
一
限
の
講
義
も
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
活
が

で
き
る
が
、
一
、二
年
生
は
休
む
間
も
な
く
校
舎
に
向
か
っ
た
。

体
育
学
部
の
校
舎
に
行
き
一
、二
年
生
だ
け
で
あ
る
た
め
、
上
級

生
に
気
兼
ね
し
な
く
て
も
良
く
、
唯
一
安
ら
ぎ
の
時
間
で
あ
っ

た
。
他
の
ク
ラ
ブ
の
同
級
生
と
様
々
な
話
を
す
る
と
、
ど
の
部
も

相
通
ず
る
厳
し
さ
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
、
自
分
だ
け
が
辛
い
思

い
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
お
互
い
に
我
慢
し
て

い
る
こ
と
等
、
わ
ず
か
な
希
望
が
持
て
た
。

親
の
期
待
に
も
応
え
な
く
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
自
分
の
甘
さ

や
弱
さ
に
も
負
け
た
く
な
い
思
い
で
、
ど
ん
な
に
辛
く
と
も
寮
生

活
を
乗
り
越
え
よ
う
と
我
慢
し
た
。

講
義
～
寮
の
雑
用
～
先
輩
の
用
事
～
ク
ラ
ブ
活
動
～
食
事
等
、

や
っ
と
一
日
が
終
わ
り
夜
に
な
れ
ば
部
屋
ご
と
に
銭
湯
に
通
っ
た

（
ち
な
み
に
一
年
時
は
四
八
円
、
四
年
時
に
は
二
二
五
円
が
銭
湯

代
だ
っ
た
）。
親
の
背
中
も
流
し
た
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
三
～

四
年
生
の
背
中
を
流
し
た
こ
と
も
良
き
経
験
で
あ
っ
た
。
寮
に
戻

る
際
に
、
先
輩
達
が
コ
カ
・
コ
ー
ラ
を
買
い
、
部
屋
で
く
つ
ろ
ぎ

な
が
ら
飲
ん
だ
。
し
か
し
、
他
の
部
屋
の
上
級
生
が
キ
ャ
プ
テ
ン

部
屋
に
集
ま
り
、
一
人
で
の
対
応
は
気
苦
労
が
多
く
、
本
当
に
た

世田谷（松陰）寮卒業記念品
▲ 表側　教育理念と大講堂▲ 裏側　国士舘　寮歌

昭和 49 年までは、4 年間世田谷寮に入寮していた 4 年生が卒業する時に、寮生一同から記念品が贈られ
た。部は関係なく全員がもらえたが、昭和 50 年からはなぜか中止となった。真鍮で作られていて、とて
も高価なものである。この記念品は、筆者が 2 年上の先輩から託されたものである。

（大きさ：縦 95mm×横 190mm×奥行 20mm）
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い
へ
ん
で
あ
っ
た
。
特
に
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
余
波
で
寮
生
に

と
っ
て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
変
で
あ
っ

た
。
夜
八
時
か
ら
も
朝
同
様
に
「
点
呼
」
が
あ
っ
た
。

一
年
生
の
至
ら
な
さ
や
失
敗
が
あ
る
度
に
、
上
級
生
か
ら
直
接

指
導
の
「
反
省
会
」
は
、
と
に
か
く
「
忍
耐
」
の
一
言
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
先
輩
達
も
通
っ
て
き
た
道
と
言
わ
れ
れ
ば
、
自
分

た
ち
も
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
覚
悟
を
決
め

て
寮
生
活
を
過
ご
す
し
か
な
か
っ
た
。
た
ま
ら
な
く
辛
い
時
は
、

夜
中
に
寮
の
屋
上
に
出
て
、
郷
里
の
方
角
に
輝
く
星
を
見
つ
め
、

涙
を
流
し
な
が
ら
父
母
を
思
い
出
し
て
は
自
分
を
奮
起
さ
せ
て
い

た
一
年
間
で
あ
っ
た
（
我
な
が
ら
よ
く
耐
え
抜
い
た
と
思
う
）。

四
、
大
学
で
の
授
業
（
講
義
・
実
習
）

多
少
の
運
動
は
何
で
も
中
以
上
に
こ
な
せ
る
自
信
も
あ
っ
た
の

で
体
育
教
師
の
道
を
志
し
た
。
だ
が
、
一
、三
年
時
に
履
修
し
た

剣
道
と
柔
道
は
本
格
的
で
あ
り
、
基
礎
か
ら
学
ぶ
と
共
に
剣
道
部

員
や
柔
道
部
員
の
猛
者
と
の
稽
古
は
大
変
で
あ
っ
た
。　

一
年
生
は
一
般
教
養
科
目
が
中
心
で
、
三
～
四
年
生
に
な
る
と

専
門
教
育
ば
か
り
で
あ
り
、
講
義
を
受
け
、
万
年
筆
で
板
書
を
書

き
写
す
だ
け
で
も
大
変
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
講
義
だ
け
は
休
ま

ず
、
ま
た
、
居
眠
り
も
せ
ず
出
席
し
て
い
た
。

昭和 51 年　筆者の教育実習の記録
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「
学
生
監
」
と
い
う
、
い
わ
ば
学
級
担
任
の
よ
う
な
立
場
の
先

生
方
が
講
義
の
初
め
に
出
席
カ
ー
ド
を
集
め
、
学
生
達
の
出
席
状

況
を
把
握
し
て
い
た
。

各
学
年
の
実
習
も
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。
一
年
時
に
は
千
葉

県
富
津
で
の
水
泳
実
習
、
二
年
時
に
は
河
口
湖
で
の
ス
ケ
ー
ト
実

習
、
三
年
時
に
は
菅
平
で
の
ス
キ
ー
実
習
を
行
っ
た
。
ス
キ
ー

は
、
雪
の
降
ら
な
い
静
岡
の
人
間
に
と
っ
て
は
、
未
経
験
で
あ
っ

た
が
楽
し
く
学
ぶ
事
が
で
き
た
。
昭
和
五
〇
年
ご
ろ
は
、
ま
だ
車

で
ス
キ
ー
に
行
く
こ
と
な
ど
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
時
代
で
あ

る
。最

上
級
生
と
な
っ
た
四
年
時
に
は
、
母
校
で
の
四
週
間
の
「
教

育
実
習
」
が
始
ま
っ
た
。
中
学
卒
業
以
来
、
七
年
ぶ
り
の
母
校
は

懐
か
し
か
っ
た
が
、
見
習
い
教
師
と
し
て
の
立
場
は
ま
っ
た
く
違

い
、
毎
日
が
緊
張
の
連
続
で
あ
っ
た
。

教
師
に
憧
れ
、
教
師
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
時
と
は
違

い
、
一
日
の
す
べ
て
の
活
動
は
「
学
校
・
生
徒
を
第
一
に
！
」
と

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
諸
先
生
方
か
ら
小
さ
な
事
で
も

指
導
を
受
け
、
大
人
と
し
て
の
責
任
感
と
は
何
か
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
実
習
で
あ
っ
た
。

一
時
間
の
授
業
の
た
め
に
徹
夜
し
て
仕
上
げ
た
「
指
導
案
」
も

日
を
追
う
ご
と
に
慣
れ
て
き
た
と
思
っ
た
が
、
毎
日
手
直
し
を
さ

れ
、
夜
中
に
修
正
し
、
翌
朝
印
刷
し
て
、
指
導
教
官
に
提
出
し

た
。
一
時
間
の
授
業
が
終
わ
る
と
同
時
に
、
次
の
指
導
案
作
り
の

繰
り
返
し
で
あ
っ
た
が
、
四
週
間
の
教
育
実
習
も
何
と
か
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
終
日
に
は
、
指
導
教
官
の
先
生
の
ク
ラ

ス
で
送
別
会
を
開
い
て
も
ら
い
感
激
し
、
教
職
へ
の
志
を
一
層
強

く
抱
い
て
教
育
実
習
を
終
え
た
。

全
国
各
地
に
分
か
れ
て
教
育
実
習
を
行
っ
て
き
た
同
級
生
と
共

に
、
大
講
堂
に
て
学
部
長
の
先
生
方
に
体
育
学
部
三
六
七
名
を
代

表
し
て
報
告
し
た
こ
と
も
良
き
経
験
と
な
っ
た
。

後
期
に
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
の
解
剖
実
験
の
実
習
も
忘
れ 解剖生理学でのスケッチ（筆者画）
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1 年次 千葉富津での水泳実習（前列中央が筆者）

2 年次 山梨県河口湖でのスケート実習（前列中央が筆者）
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ら
れ
な
い
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。
人
間
の
身
体
構
造
や
臓
器
の

種
類
と
各
々
の
役
割
を
学
び
、
健
康
な
身
体
・
生
命
の
尊
厳
・
生

き
る
こ
と
の
意
味
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
実
習

で
あ
っ
た
。

五
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
と
し
て

私
の
場
合
、
大
学
入
学
イ
コ
ー
ル
寮
生
活
は
、
し
ご
く
当
然
の

こ
と
と
思
い
、
松
陰
寮
に
入
寮
し
学
生
生
活
が
始
ま
っ
た
。
同
学

年
の
部
員
も
半
数
の
一
六
名
が
入
寮
し
た
が
、
一
年
間
持
た
ず
に

出
て
行
っ
た
者
や
二
年
時
に
出
て
行
っ
た
者
も
い
て
、
四
年
間
入

寮
し
て
い
た
の
は
、
私
を
含
め
、
た
っ
た
の
二
名
と
な
っ
て
い

た
。百

人
の
部
員
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
一
軍
（
Ａ
）、
次
の
二
軍

（
Ｂ
）、
そ
し
て
、
残
り
の
三
軍
（
Ｃ
）
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。

一
年
生
は
毎
日
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
駒
沢
公
園
へ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
基

本
で
あ
っ
た
。
Ａ
チ
ー
ム
の
練
習
の
た
め
に
体
育
館
の
雑
巾
掛
け

や
タ
オ
ル
・
飲
み
物
の
準
備
、
そ
し
て
、
練
習
後
の
片
付
け
と
雑

巾
掛
け
で
あ
っ
た
。

二
年
に
な
り
後
輩
が
で
き
る
と
基
本
的
な
こ
と
の
指
導
や
先
輩

か
ら
の
き
つ
い
指
摘
も
自
分
た
ち
の
責
任
と
な
り
、
幾
度
と
な
く

叱
り
つ
け
ら
れ
た
。
秋
か
ら
は
二
軍
に
昇
格
し
、
練
習
試
合
で
も

活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
年
に
な
り
一
軍
に
昇
格
し
た
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は

活
躍
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
降
格
し
な
い
よ
う
に
必
死
に
な
っ
て

毎
日
の
練
習
に
励
ん
だ
。
当
時
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
聖
地
で

あ
り
、
憧
れ
で
あ
っ
た
代
々
木
第
二
体
育
館
で
の
試
合
は
今
で
も

心
に
強
く
残
っ
て
い
る
。

い
よ
い
よ
四
年
生
。
前
年
度
に
チ
ー
ム
が
関
東
二
部
Ｂ
に
降
格

し
た
た
め
、
夏
の
二
次
合
宿
も
コ
ー
チ
を
筆
頭
に
、「
二
部
Ａ
昇

格
」
を
合
い
言
葉
に
頑
張
っ
た
。
同
級
生
や
後
輩
の
頑
張
り
で
、

リ
ー
グ
優
勝
し
、
二
部
Ａ
に
昇
格
す
る
と
共
に
、
関
東
一
〇
位
で

イ
ン
カ
レ
出
場
も
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

一
〇
月
か
ら
後
期
に
入
り
、
卒
業
ま
で
半
年
と
な
っ
た
。
最
後

に
残
っ
て
い
る
「
卒
業
論
文
」
が
大
き
な
山
（
課
題
）
と
な
っ
て

い
た
。
石
田
啓
教
授
の
ゼ
ミ
だ
っ
た
の
で
、
四
人
の
仲
間
で
「
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
攻
防
」
に
つ
い
て
の
論
文
に
決
め
た
。
イ
ン

カ
レ
（
全
日
本
大
学
選
手
権
）
の
出
場
を
目
指
し
て
い
た
も
の

の
、
①
国
士
舘
大
学
の
試
合
は
ど
の
よ
う
な
攻
撃
で
あ
る
か
？　

②
ど
の
よ
う
な
シ
ュ
ー
ト
が
多
い
の
か
？　

③
誰
が
、
ど
の
よ
う

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
シ
ュ
ー
ト
し
て
成
功
し
た
か
、
失
敗
し
た
か
？

等
、
記
録
を
取
り
分
析
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
攻
防
を
追

求
し
よ
う
と
考
え
た
。

し
か
し
、
計
画
を
立
て
て
い
く
内
に
、
様
々
な
記
録
を
集
積
し
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な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
自
分
た
ち
で
は
無
理
で

あ
る
た
め
、
松
陰
寮
の
後
輩
た
ち
に
関
東
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
の
全
記
録
を
ノ
ー
ト
に
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。
試
合

が
終
わ
れ
ば
、
す
ぐ
に
記
録
の
確
認
と
整
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
毎
日
の
練
習
～
大
会
で
の
勝
負
～
記
録
の
分
析
～
ま

と
め
と
、
九
月
～
一
〇
月
は
本
当
に
大
変
で
あ
っ
た
（
の
ん
び
り

と
遊
ぶ
事
な
ど
考
え
る
余
裕
な
ど
な
か
っ
た
）。

リ
ー
グ
戦
も
好
成
績
を
上
げ
、
念
願
の
全
日
本
大
学
選
手
権

（
大
阪
府
立
体
育
館
に
て
）
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
い

に
く
関
東
一
部
優
勝
の
「
明
治
大
学
」
と
の
初
戦
で
あ
っ
た
。
全

日
本
メ
ン
バ
ー
や
ス
タ
ー
軍
団
の
明
治
大
学
と
は
、
体
格
差
、
能

力
差
、
経
験
の
差
等
、
い
ず
れ
を
取
っ
て
も
歴
然
の
差
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
ふ
た
を
開
け
て
み
れ
ば
国
士
舘
大
学
が
善
戦
し
、

一
〇
点
差
で
敗
れ
は
し
た
が
明
治
大
学
に
一
泡
吹
か
せ
た
。
気
を

引
き
締
め
た
明
治
大
学
が
、
そ
れ
以
後
実
力
を
発
揮
し
優
勝
し
て

幕
は
閉
じ
た
。
と
同
時
に
、
四
年
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
終
了
し

た
。

六
、
国
士
舘
大
学
を
卒
業
し
て

昭
和
五
二
年
三
月
一
八
日
に
は
、
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
に
て
体
育

学
部
の
謝
恩
式
を
行
い
、
教
授
陣
の
先
生
方
や
学
生
監
の
先
生
方

4 年次 国士舘大学バスケットボール 2・3・4 年生
（前列右から 2 人目が筆者、3 人目は前山定コーチ）
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に
個
々
の
感
謝
の
思
い
を
伝
え
た
（
ち
な
み
に
私
は
仲
間
二
人
と

和
田
任
功
学
生
監
の
お
宅
に
泊
め
て
い
た
だ
い
た
）。

三
月
二
〇
日
。
一
〇
号
館
剣
道
場
に
て
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ

た
。
郷
里
か
ら
父
母
が
上
京
し
式
に
参
列
し
て
く
れ
た
。
式
も
盛

大
に
行
わ
れ
、
通
い
慣
れ
た
大
学
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
大
講
堂

と
正
門
に
一
礼
し
て
郷
里
へ
向
か
っ
た
。

早
い
も
の
で
四
年
間
の
大
学
生
活
も
ア
ッ
と
い
う
間
に
過

ぎ
去
っ
た
。

「
四
年
間
、
俺
は
何
を
学
ん
だ
の
か
？
」

自
問
自
答
す
る
中
で
、
と
に
か
く
目
上
の
人
に
対
し
て
の

「
礼
儀
」
は
一
応
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、

集
団
生
活
で
の
自
己
の
在
り
方
や
協
力
し
合
い
、
お
互
い
を

尊
重
し
敬
い
な
が
ら
の
生
活
が
大
事
で
あ
る
と
卒
業
を
前
に

し
て
思
う
。
い
よ
い
よ
明
日
は
卒
業
式
だ
。

自
分
の
青
春
時
代
の
楽
し
く
辛
い
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
役
に
立
つ
と
思
う
。
い
つ
の
日
か
懐
か
し
み
良
き
思

い
出
と
な
る
だ
ろ
う
。

「
誠
意
」「
勤
労
」「
見
識
」「
気
魄
」

こ
の
国
士
舘
大
学
の
教
育
理
念
を
肝
に
銘
じ
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
の
指
針
と
し
て
い
き
た
い
。

と
に
か
く
四
年
間
、
自
分
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
頑
張
っ

て
く
れ
た
父
と
母
に
感
謝
し
、
何
か
お
礼
を
し
て
あ
げ
た

い
。

　
　

三
月
二
〇
日　

0
時
23
分
記

�

（
在
学
中
の
ノ
ー
ト
の
メ
モ
よ
り
引
用
）

お
わ
り
に

昭
和
五
二
年
か
ら
静
岡
県
公
立
中
学
校
の
教
員
に
採
用
さ
れ
、

保
健
体
育
科
と
国
語
科
の
教
員
を
務
め
た
。
平
成
二
七
年
三
月
、

無
事
三
八
年
間
の
勤
務
を
終
え
た
。
自
己
の
指
導
の
根
底
で
は

「
誠
意
」「
勤
労
」「
見
識
」「
気
魄
」
が
基
盤
と
な
っ
て
い
た
と
思 卒業式後に母と
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う
。
生
徒
へ
の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
自
信
を
も
っ
て
後
輩
教
員
に

も
伝
え
て
き
た
。

現
在
は
、
学
習
支
援
員
と
し
て
中
学
生
の
支
援
を
し
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
自
己
が
経
験
し
て
き
た
指
導
理
念
を
若
い
教
師

に
も
伝
え
て
い
き
た
い
。

還
暦
を
過
ぎ
た
今
、
自
ら
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
も
大
切
に
し
て

い
き
た
い
。


